
り災証明書の申請
（住家および小屋、倉庫、店舗、事務所、空き家、公民館、集会所など）
　「り災証明書」は、災害により被害を受けた家屋などの被害の程度 (全壊、大規模半壊、中規模半壊、
半壊、準半壊、一部損壊 )を町が証明するものです。
　この「り災証明書」は、各種被災者支援策を受ける際に必要となります。

▲町公式ウェブサイト
「り災証明書の発行申請に
ついて（住家）」

町役場１階
ギャラリーモール

申請受付場所

令和８年熊本地震関連

　８月17日（月）に発行した号外第２報で、令和８年熊本地震に関する支援制度についてお知
らせしました。本号では、第２報からの続報を掲載します。
　最新の情報については、防災アプリ「infoCanal」や町公式ウェブサイトで発信しています。

各種支援制度について（続報）

各種支援申請・相談窓口

被 災 家 屋 等 の 公 費 解 体

災 害 ご み

被 災 し た 浄 化 槽 の 入 れ 替 え

住 宅 応 急 修 理

道 路 の 障 害 物 撤 去

被 災 者 生 活 再 建 支 援 金
法律相談、消費生活相談、こころの健康相談
家の被害に伴う住まいの再建の意向調査
住 ま い の 確 保（ 町 営 住 宅 ） の 相 談
賃 貸 型 応 急 住 宅（ み な し 仮 設 住 宅 ）
建 設 型 仮 設 住 宅 へ の 入 居

※その他の支援については、各担当課および相談先へお問い合わせください。

（担当：税務課 ☎096-234-1112）
▲町公式ウェブサイト
「り災証明書の発行申請について
（小屋、倉庫、店舗、事務所など）」

　平日の午前９時～午前11時30分
　　　　午後１時30分～午後４時30分
　※９月５日（土）、６日（日）、13日（日）、
　　20日（日）、27日（日）は窓口を開設します。

受付日時
　町生涯学習センター（町役場内）研修室

※�受付順で申請や相談を受け付けますので、研修室
入口で受付をお願いします。

場 所

支援窓口（研修室）で受け付ける支援制度

※�小屋、倉庫、店舗、事業所、空き家、公民館、集会所などの公費解体を希望する方は、それぞれ
について「り災証明書」で「半壊」以上の判定が必要です。町役場の窓口で申請をお願いします。

※�「り災証明書」の内容説明も、ギャラリーモールで受付を行います。
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経済的支援に関すること

　自然災害により居住する住宅が全壊するなど生活
基盤に著しい被害を受けた世帯に対し、生活の再建
を支援するため支援金が支給されます。

被災者生活再建支援制度

町生涯学習センター
研修室

申請受付場所

（担当：福祉課 ☎096-234-1114）▲町公式ウェブサイト

　令和８年熊本地震により被災された方で、当座の
生活費を必要とする世帯に、１世帯１回限り10万
円を限度に、資金の貸し付けを無利子で行います。

生活福祉支援金（緊急小口資金）
特例貸付

町社会福祉協議会
☎096-234-1192

申請受付場所

（担当：福祉課 ☎096-234-1114）▲社協ウェブサイト

住まいの確保・再建のための支援

　災害により被害を受けた家屋内外の片付けなどを
お手伝いします。
　また、ボランティアとして活動していただく方を
募集しています。

災害ボランティアの派遣と募集

町社会福祉協議会
☎096-234-1192

申請受付場所

（担当：福祉課☎096-234-1114） ▲社協ウェブサイト

住宅の応急修理

町生涯学習センター
研修室

申請受付場所

（担当：建設課☎096-234-1183）

　災害のため住家被害を受けた世帯に対し、日常生
活に必要不可欠な最小限度の部分について、限度額
内で応急的な修理を行い（町が業者に依頼し、修理
費用を町が直接業者に支払い）、元の住家に引き続
き住めるようにするものです。

▲町公式ウェブサイト

被災した浄化槽の入れ替え

町生涯学習センター
研修室

申請受付場所

（担当：環境衛生課☎096-234-1169）

　災害により被災した浄化槽や便槽を、新しい合併
処理浄化槽に転換または入れ替えを行う場合、補助
金を交付します。

▲町公式ウェブサイト

道路の障害物の撤去

町生涯学習センター
研修室

申請受付場所

（担当：建設課☎096-234-1183）

　地震により被災し、町道や里道に転倒したがれき
やブロック塀などの除去を行います。
　また、倒壊の恐れによる二次被害防止のためブ
ロック塀等の除去も行います。

▲町公式ウェブサイト
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被災家屋等の公費解体

町生涯学習センター
研修室

申請受付場所

（担当：環境衛生課 ☎096-234-1169）

　被災した家屋等（住家、事業所、店舗、倉庫な
ど）の解体・撤去を希望する所有者等の負担を軽減
するため、公費解体（解体撤去費用の免除）を実施
します。

▲町公式ウェブサイト

住まい再建の意向調査

町生涯学習センター
研修室

申請受付場所

（担当：住民生活課 ☎096-234-1113）

　災害により著しい被害を受けた方で、住まいの再
建方法および町の公営住宅等への入居希望について
お尋ねする調査です。仮住まい等が必要な方は、調
査票の提出をお願いします。

▲町公式ウェブサイト

住まいの確保（町営住宅）の
相談について

町生涯学習センター
研修室

相談受付場所

（担当：建設課 ☎096-234-1183）

　令和8年熊本地震により被災し、町内で住まいを
失われお困りの方へ、住まいの確保（町営住宅）の
相談を行います。

▲町公式ウェブサイト

賃貸型応急住宅（みなし仮設住宅）

町生涯学習センター
研修室

申請受付場所

（担当：福祉課 ☎096-234-1114）

　災害により住家が滅失した被災者のうち、自らの
資力では住宅を確保することができない方に対し、
応急仮設住宅として民間賃貸住宅（アパート等）を
借り上げて提供し、一時的な居住の安定を図ります。

▲町公式ウェブサイト

仮設住宅等の入居者募集

町生涯学習センター
研修室

申請受付場所

（担当：建設課 ☎096-234-1183）▲町公式ウェブサイト

募集住宅 募集期限
震災により住家を失われた方に対し、町営住宅や定住促進住宅、建設型仮設住宅の入居者を募集します。

●町営住宅（入居期間：永続）
・甲佐団地（豊内789番地）　１戸
・乙女団地（田口3937番地）　１戸
・白旗団地（芝原950番地）　１戸
●町営住宅（入居期間：短期）
・浅井団地（下横田1511番地1）　１戸
・立岩団地（大町120番地1）　３戸
・早川第１団地（糸田84番地）２戸
●定住促進住宅（入居期間：定住）
・サンコーポラス甲佐　２戸
　（緑町275番地13）
●建設型仮設住宅（入居期間：２年以内）
・乙女仮設団地　20戸
　（田口383番地2　宇城鉄筋協同組合付近）

　９月11日（金）
※受付時間は、平日午前９時～午前11時30分
　　　　　　　　　午後１時30分～午後４時30分
※９月５日（土）、６日（日）は受付を行います。

※応募者多数の場合は、抽選となります。

※�入居開始日や入居対象者、申請に必要なもの
などは募集住宅によって異なりますので、詳
しくは建設課または総合相談窓口にお尋ねく
ださい。
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災害ごみ

旧白旗グラウンド
（早川2100番地2）

仮置き場

（担当：環境衛生課 ☎096-234-1169）

　令和８年熊本地震により使用できなくなった家財
等を仮置き場に持ち込めます。

▲町公式ウェブサイト

心配ごとなどの相談窓口

町民の生活における不安や心配ごとの相談を受け
付けます。

▲町公式ウェブサイト

学用品の給付

学校教育課
（町役場１階）

 ☎096-234-0102

　被災した児童、生徒が喪失または損傷した学用品
で、就学に支障となるものの給付を行います。

▲町公式ウェブサイト

申請受付場所

各種証明書等の無料交付

住民生活課
（町役場１階）

 ☎096-234-1113

　被災された方が、各種支援を受けるために必要な
証明書の発行、マイナンバーカードの再交付、旅券
（パスポート）の発行申請を役場で行う場合、無料
で交付します。

▲町公式ウェブサイト

申請受付場所

国民健康保険と後期高齢者医療の
一部負担金の支払猶予・免除

住民生活課
（町役場１階）

　地震により被災した方は、マイナ保険証等や現金
がなくても医療機関等を受診できます。

▲町公式ウェブサイト

相談受付場所

介護サービス利用料の免除

福祉課
（町役場１階）

　地震により被災した方は、介護サービス事業所等
で支払う介護サービス利用料が免除されます。

▲町公式ウェブサイト

相談受付場所

※９月は毎週火・金・土曜日のみ開設し、
　９月19日（土）で終了します。

生活面への支援

各種免除・支払い猶予など

法律・人権・行政・心配ごと相談

消費生活相談
災害に便乗した悪質商法や賃貸アパートからの退
去、住宅修理工事等事業者とのトラブルや不審な
電話・訪問などに関する相談を受け付けます。

こころの健康相談
災害後に起こる、さまざまな心の不調などを電話
や SNSで受け付けます。

各種無料相談
弁護士や司法書士に無料で相談できる窓口を開設
しています。

福祉課
（町役場１階）

 ☎096-234-1114

担当課

 ☎096-234-1113  ☎096-234-1114

※�持ち込み時に「り災証明書」または「被災証明
書」の提示が必要です。
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①金融円滑化特別資金（令和８年熊本地震枠）
②金融円滑化特別資金
　（セーフティネット保証対応枠〔令和８年熊本地震
分〕）
③小規模事業者おうえん資金（令和８年熊本地震分）

中小企業者向け各支援制度について

　地震により影響を受けた中小企業・小規模事業者
の皆様を対象に、甲佐町商工会では、下記のとおり
「特別相談窓口」を開設しています。
　事業の継続や資金繰りに関するご相談の他、経営
上の不安や今後の対応に関するお悩みなど、お気軽
にご相談ください。

中小企業・小規模事業者向け特別相談窓口

町商工会
☎096-234-0272

相談受付場所

▲町公式ウェブサイト（担当：地域振興課 ☎096-234-1154）

▲町公式ウェブサイト

県商工振興金融課
☎096-３３３-2314

中小企業向け各支援制度の相談受付
▶県の特別資金について ▶利子補給補助金について

町地域振興課
☎096-234-1154

事業者に関すること

　事業運営に影響を受けている中小企業者の資金繰りを支援するため、県において以下の特別
資金が創設（追加）されました。
　それを受け、町では独自支援策として、県の特別資金に係る利子補給補助金制度を設けました。

　町内中小事業者の皆様への支援を強化するため、左
記特別資金の「利子」について、町では、独自支援策
である「緊急支援資金利子補給補助金」制度を設けま
した。左記特別資金を活用された事業者の方は、最大
３年の補助を受けることができます。

県が新たに創設（追加）した特別資金 町が新たに追加する支援策

※�本紙に掲載した支援制度の情報は、令和８年８月24日（月）現在で決定しているものです。
　�今後、お知らせすべき支援情報は随時は、「＠infocanal（防災アプリ）」や町公式ウェブサイトなどでお
知らせするとともに、『広報こうさ』や組回覧などでもお知らせする予定です。

令和８年熊本地震の情報はこちらから
「@infocanal」（防災アプリ）

ウェブサイト＠ InfoCanal

緊急情報をはじめとした町からの
お知らせをいつでもどこでも確認
でき、配信された情報を後から確
認することもできますので、ぜひ登
録をお願いします。

町公式ウェブサイト「震災情報まとめ」
今までに町からお知らせした令和８年
熊本地震に関する情報を、町公式ウェ
ブサイトに集約し掲載しているページ
です。
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